２　選手の流れ
（１）受付→開始通告
①　受付終了後、各チームの選手・監督はアイソレーション・ゾーンで待機。
②　主任審判員　は他の審判員とともに開始通告場所へ移動する。
③　アイソレーション主任は開始通告１０分前になったら、開始通告準備のコールを行い、開始通告５分前に集合コールを行い、選手にユニホーム（ナンバーカード付）を持参させ、出場チーム毎（スタート順）に整列させ点呼を行う。
④　主任審判は開始通告を行い、選手監督の点呼を行う。
⑤　選手確認等が終了したら、審判団はオブザベーションに備え競技会場に戻る。
（２）アイソレーション→オブザベーション→アイソレーション
①　アイソレーション役員はオブザベーションを行うのでコール・ゾーンへ移動するよう指示する。
・　オブザベーション用の用紙・筆記具が必要なチームには、アイソレーション内に用意しておく。
・　全チームが同時にオブザベーションを行う。
・　スタートから３番目までのチームについては、荷物を持ってコール・ゾーンおよび選手待機所へ移るよう併せて指示する。この際、トイレを済ませるよう注意する。また４番目のチームに対しては、オブザベーションを終えてアイソへ戻っても直ぐにコール・ゾーンに向かうことになることを予め案内する。
②　監視・誘導役員は選手をコール・ゾーンへ誘導する。
③　主任審判員の指示により審判員と監視・誘導役員およびコールゾーン役員は選手がウォールを見ないように監視しながら、コール・ゾーンからウォール前に移動させる。
④　オブザベーション中、審判員は不正（写真撮影、指定外の用紙の使用など）が無いか監視する。
⑤　オブザベーション終了後、審判員と監視・誘導役員は、選手がウォールを見ないように監視しながら、コール・ゾーンまたはアイソレーションへ誘導する。
⑥　監視・誘導役員は、スタート順４番目以降のチームをアイソレーションへ誘導する。
⑦　監視・誘導役員とコールゾーン役員は、スタート順１～３番目のチームをコールゾーンおよび選手待機所に留める。特に１・２番目のチームについては速やかに競技の準備をさせる。
（３）アイソレーション・ゾーン→コール・ゾーン
①　アイソレーション役員は次選手移動時間３分前になったら、関係チームの選手を集合させ、点呼を行う。
（アイソレーション役員は、コール・ゾーンへの送り出しが近づいているチームの居場所を把握しておく）
②　コールゾーン役員は、最初の競技がスタートしたらアイソレーション役員に無線（補助員に連絡させ）で連絡し、次のチームをコールゾーンに送ってもらう。
③　アイソレーション役員はコールゾーン役員より無線連絡（補助員の連絡）を受けたら、速やかに該当チームを集合させ、監視・誘導役員に引き渡す。このとき、忘れ物はないか当該チームに注意をうながすこと。
④　監視・誘導役員は選手をコールゾーンに誘導する。
⑤　アイソレーション役員は、アイソレーションに貼りだしたスタートリストに、送り出したチームをチェックする。（アイソに残るチームに進行状況を伝えるため）
⑥　コールゾーン役員は、チームが到着したらアイソレーション役員に無線（補助員の連絡）で連絡（完了報告）をする。
（４）コール・ゾーン→ウォール→終了選手待機所
①　コールゾーン役員、物品運搬役員は次チームの選手に荷物をカゴに入れるよう指示する。
②　コールゾーン役員は、コールゾーンにて選手を監視する。
③　コールゾーン役員は、競技開始１分前になったら次チームの選手にスタート準備をするよう指示する。
④　物品運搬役員は選手がスタートしたら、選手の荷物を終了選手待機所へ運ぶ。
⑤　監視・誘導補助員は、競技が終了した選手を終了選手待機所に誘導する。
・　競技終了チームの監督に対して、副主任審判による第３・４課題のジャッジ確認を受けるように指示する。
⑥　物品運搬役員は、コールゾーンで預かった荷物を物品運搬補助員に終了選手待機所まで運搬、監視の指示をする。また、ボルダリング壁周辺の忘れ物に注意し、忘れ物があれば回収と返却を物品運搬補助員に指示する。
⑦　物品運搬役員は、受付で預かった持ち込み禁止機器を持込禁止物返却所で監視し返却する。
（５）テクニカル・インシデント発生時の流れ
①　選手がテクニカル・インシデントを申告。
②　該当課題の審判員は、すぐにセッター、主任審判員を呼びテクニカル・インシデントに該当するか確認する。もう一名の審判員は、テクニカル・インシデント発生のタイムを確認し記録する。
③　もう一名の審判員は当該選手をテクニカルインシデントアイソレーションに移動させ
る。
④　主任審判員は、選手の申告がテクニカル・インシデントに該当するかどうかを確認し、決定を下す。
⑤　テクニカル・インシデントであると判断した場合、主任審判員は該当選手（該当チーム）にその種別の競技終了後に継続して再競技を行う旨を伝える。
⑥　主任審判員は競技進行総括　にテクニカル・インシデント発生を連絡。
⑦　競技副部長は、テクニカル・インシデント担当の監視・誘導役員に連絡し、審判員から選手の引き渡しを受ける。
⑧　テクニカル・インシデント担当の監視・誘導役員は、選手をテクニカル・インシデント・ゾーンに入れる。
⑨　テクニカル・インシデント担当の監視・誘導役員は、テクニカル・インシデント・アイソレーションの選手を監視する。
⑩　主任審判員は、再競技の時間を競技副部長に連絡し、競技副部長はテクニカル・インシデント・アイソレーション、放送席および各セクションへ連絡し周知する。
（５）競技選手の流れ（別紙）
　　①予選の場合、第１・２課題と、第３・４課題の間に１チームが第２コールゾーンで待機
する。
　　②決勝の場合は、第１・２課題を終了後、全てのチーム（８チーム）が第２アイソで待機
する。その後、１チームごとに第３・４課題に取り組む。
　　③決勝のオブザベーションの際に、放送アナウンスの紹介で選手が一人ずつ中央のゲート
から登場し、ステージ最前列（マットの前）に整列する。その後、主任審判の指示でス
テージから降りオブザベーションを行う。
３　役員の任務
（１）審判員
①　主任審判員　【高橋伸次郎】
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　およびボルダリング競技規則
・　審判長の指示に従い審査し、その結果を審判長に報告する。
・　ジャッジに係る総括及び競技に係る円滑な運営の指示及び把握。
・　ビデオカメラの設置場所の決定。
・　開始通告、終了通告、オブザベーションにおける指示、運営。
・　終了通告時における抗議の対応。
・　退場（レッドカード）、警告の（イエローカード）指示。
・　総合成績の講評原稿作成。
・　テクニカル・インシデントの判断。
・　トランシーバー通信の確認。
②　副主任審判員　【寺内　宏普】【永井　繁明】
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　およびボルダリング競技規則
・　主任審判員を補佐し、主任審判員に事故があったときその職務を代行する。
・　ボルダーのスタートホールド、ボーナス・ポイント、最終ホールドの確認。
・　ルート・セッターとの調整。
・　ジャッジ及びジャッジペーパーへの記入。
・　開始通告、終了通告、オブザベーションの司会、監視。
・　各県競技前におけるスタート準備の確認（監視・誘導と連絡）。
・　終了通告時における抗議に対する対応。
・　退場（レッドカード）、警告の（イエローカード）指示。
・　テクニカル・インシデントの対応。
・　トランシーバー通信の確認。
③　審判員　【小野寺　修】【小野寺　訓】【島崎　操一】【千葉　　光】
【坂本　康子】【石坂　普哉】【中島　　治】【桝田　靖憲】
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　およびボルダリング競技規則
・　審判員は、主任審判員及び副主任審判員の指示に従い審査し、その結果を競技終了後速やかに副主任審判員に連絡する。
・　ボルダーの審判員は指定された色の帽子又は審判員ベストを着用する
・　開始通告時に選手のユニホーム、ゼッケンをチェック。
・　開始通告時、ユニホームメーカーのロゴをチェックする。一定以上の大きさ（名刺大）の場合は、監視・誘導員に指示しガムテープで覆う。
・　ボルダーのスタートホールド、ボーナス・ポイント、最終ホールドの確認。
・　オブザベーションの監視。
・　終了通告時における抗議に対する補助。
・　各ボルダーのジャッジ。
・　退場（レッドカード）、警告の（イエローカード）指示。
・　テクニカル・インシデントの対応。サブ審判員は発生時の時間記録。
・　競技エリア（壁面・マット面）の安全確認
（２）ルート・セッター
①　チーフ・ルート・セッター　【小澤　信太】
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第３５条、第３６条　およびボルダリング競技規則
・　競技会におけるボルダーのデザイン、ホールド、およびプロテクションその他の器具類の設置。
・　ボルダーの技術的標準と安全性を確認し、競技エリア内における技術的問題について主任審判員に助言を行う。
・　クライミング・ウォール上での事故防止、救助。
・　ビデオカメラの設置場所の決定に際し、主任審判員に助言を行う。
・　壁のメンテナンス指示。
・　オブザベーション時におけるルートの注意、説明。
・　テクニカル・インシデントの対応。
②　ルート・セッター　　【平松　幸祐】【浜田　健介】【渡邉　数馬】
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第３５条、第３６条　およびボルダリング競技規則
・　ルート・セッターは、主任審判員又はチーフ・ルート・セッターの指示に従い、定期的又は必要に応じてクライミング・ウォールのクリーニング及び点検を行う。
・　テクニカル・インシデントの対応。
③　ホールドクリーニング補助員　　阿部健汰、山田詢介、和田資生、田村将　
佐々木建彰、大石葉介、藤原晴輝、福士友啓（岩手高校）
※　国民体育大会山岳競技　ボルダリング競技規則　第４条の８
・　クリーニング補助員は選手がそのボルダーの最初のアテンプトを開始する前にクリーニングを行う。また、選手からクリーニングの依頼があった場合は速やかにホールドクリーニングを行う。
・　チョーキング（チョークをホールドに塗る行為）は行わない。
・　競技開始前の会場整備補助
　（３）監視・誘導
①　アイソレーション役員　【佐藤　幸久】【星　　　晃】【佐々木拓也】
補助員：橘茜寧、熊谷昴（盛岡農業）
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第２６条、第２８条、第３１条、第３３条、第３４条、第３９条、第４０条、第４１条、およびボルダリング競技規則
・　主としてアイソレーション・ゾーン（選手控室）の状態を把握し、監視員・誘導員に指示を出し、選手の移動をコントロールする。
・　誘導員、補助員配置の確認。
・　開始通告時、選手の誘導整列。
・　オブザベーションへの誘導指示。
・　アイソレーション・ゾーンの選手の移動管理及び接見管理。
・　ウォールが混雑する時は、競技順の早い選手を優先にウォーミングアップさせる。
・　不正行為を発見したときは注意し、直ちに主任審判員に報告する。
・　アイソのクローズ（受付終了）とアイソが空（コールゾーンへの送り出し終了）になった時に競技進行統括への連絡
・　トランシーバー通信の確認。
②監視・誘導役員　　　　【門脇　耕一】【服部　正幸】　補助員：伊藤鉄朗（盛岡農業）
佐々木眞隆、桑原大河（盛岡一高）相馬幹太、谷藤悠樹（盛岡南高）
③コールゾーン役員　　　【竹田　　正】【芦生　健勝】
補助員：福士諒馬、伊藤大成（盛岡一高）
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第２６条、第２８条、第３１条、第３３条、第３４条、第３９条、第４０条、第４１条、およびボルダリング競技規則
・　選手の外部との接触、撮影機器や通信機器等の使用、ウォールの写真やコピ―の使用等の不正行為を監視する。
・　不正行為を発見した時や不正が疑われる時は、主任審判員に報告する。
・　アイソレーション持ち込み禁止の監視。
・　開始通告時の誘導整理補助。
・　開始通告時、メーカーのロゴをチェックし、一定以上の大きさ（名刺大）の場合は、ガムテープで覆う。（審判員の補助）
・　スタートリストにしたがって、選手をアイソレーション・ゾーンからコール・ゾーン誘導する。
・　コール・ゾーン担当は、競技スタートの誘導。
・　テクニカル・インシデントのとき、テクニカル・インシデント・ゾーンの監視。
・　会場整理・監視（終了選手誘導担当）
・　トランシーバー通信の確認。
・　ウォームアップウォールの安全管理
（４）公式記録（ＶＴＲ）
①　公式記録（ＶＴＲ）役員【長畑　重広】【伊藤　研志】【松岡　　司】【松山　貴章】
【高橋　芳春】　　補助員：越前屋花絃、山村あゆ（盛岡一高）
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第３７条、第４２条、およびボルダリング競技規則
・　ジャッジ用ビデオ撮影。
・　スタートの合図で撮影を開始し、競技が終了するまで撮影を続ける。
・　終了通告後、記録媒体に日付け、競技種目・種別を記入し実施本部に提出する。
（５）計測記録（タイマー）
　①　計測記録（タイマー）役員　【千葉　　亘】【近藤　修三】
補助員：昆野玲士、米倉司哲（岩手高校）
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第３６条、およびボルダリング競技規則
・　計測記録員は、主任審判員の指示に従い、タイマーの操作を行う。
・　オブザベーションの時間計測
（予選各ウォール５分　計１０分、決勝ラウンド　各６分）　　
・　オブザベーション時及び競技時、主任審判員の合図でスポーツタイマーを操作
・　競技時間計測開始（予選：全カテゴリー６分）（決勝：全種別６分）
・　テクニカル・インシデント発生時の時間記録。
・　トランシーバー通信の確認。
（６）成績入力集計
①　成績入力集計役員　【菊池　　平】【阿部　孝行】　　補助員：工藤謙伸、渡辺凛
遠藤大河、黒島拓朗村上英之、安藤響哉（盛岡四高）
実施本部詰め成績集計【滝田　壽一】【山本　和幸】
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　およびボルダリング競技規則
・　ボルダリング競技会場での競技進行状況の把握。
・　競技記録の実施本部への送信及び競技記録の管理。
・　競技進行総括の指示に従い、ボルダリング競技場と実施本部、審判部及び他の運営部との通信・連絡調整（成績表の配送など）を行う。　
・　スタートリスト・ジャッジペーパー・集計表の印刷。
・　スタートリストは各部署が取りに行き、ジャッジペーパーは副主任審判へ渡す。
・　主任審判員からジャッジペーパーを受け取り、成績を入力する。
・　成績表の印刷。
・　速報表示、成績掲示等の補助（プロジェクター速報）
・　その他、会場記録係の補佐。
・　トランシーバー通信の確認。
（７）速報掲示
①　速報掲示役員　【鬼川　博明】【田老　雄一】補助員：一戸藍（岩手高校）　
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　およびボルダリング競技規則
・　成績集計員から成績を受け取り、会場掲示板に掲示する。
・　１班毎に種別成績表を掲示板に掲示する。（仮発表の掲示）
・　競技（種別）終了後に成績を掲示する。（正式記録の掲示）
（８）チーム名表示
①　チーム名表示　【川越　鐵男】【十二林良治】補助員：門舛銀河（岩手高校）
　スタートリストに基づき、競技中のチーム名を掲示をする。
（９）選手監督受付
①　選手受付役員
【杉山健太郎】【鶴田　惣吉】【浅沼　昭男】【澤田　精一】
（補助員）鈴木一実、昆美沙樹、氏家花（盛岡南高）
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　第２５条、第２６条、第２８条、第３１条、第３３条、第３４条、第３９条、第４０条、第４１条、およびボルダリング競技規則
・　選手の受付（選手の出欠確認）
・　県名、氏名の確認
・　必要書類等の配布。
・　持込禁止機器（通信機能や撮影機能付き機器、コンピュータ）の確認、預かり、保管、運搬。
・　トランシーバーの通信の確認。
（１０）物品運搬
①　物品運搬役員　【渡邊美智子】【高橋　俊紀】　補助員：陣野裕夢、堀口剛弘
佐々木大輔、菊池然、川原健晴、渡邊佳辰（盛岡工業）
・　競技選手の移動に従い、競技選手の荷物をコール・ゾーン→終了選手待機所へ運搬。
・　競技選手の荷物、持込禁止機器の監視・返却。
　
（１１）進行総括・アナウンス
①　競技副部長（競技総括）　【土井　祐之】
・　ボルダリング競技会場での競技進行状況把握。
・　競技の流れを各セクション（本部含む）に報告。
・　選手受付票の確認。（管理及び点検整理、本部への送付）。
・　主任審判員の指示に従い、大会本部その他との通信・連絡及び成績結果の本部への送受信を担当し、かつその業務の全てを文書で処理し、主任審判員に報告する。
・　トランシーバーの配布、回収及び通信の確認。
②　進行アナウンス役員　【千葉　貴子】【石亀　久美子】
　　　　　　　　補助員：橘茜寧　熊谷昴（盛岡農業）
　　　　　補助員：大坪智香、阿部えり奈（盛岡誠桜）
※　国民体育大会山岳競技　共通規則　およびボルダリング競技規則
・　館内アナウンス。
・　選手プロフィールの内容チェック、整理。
・　競技進行に伴うアナウンス、ルール説明、選手紹介等。
・　観客への注意事項アナウンス。
（１２）救護
①　医師　【中島　隆之】救護１
・　競技参加者の健康、衛生管理を担当し、患者の救護、搬送について主任審判員の指示を受け処置に当たる。
・　救急医療業務、応急処置、看護。
・　来訪状況の確認（受診、症状、手当状況等）
・　薬品、器具類の点検、日誌作成
（１３）放送　
①　音響オペレーター　[業者]
・　音響機器の操作、ＢＧＭ放送。
（１４）会場　
①　会場監視員　[実行委員会配置]
・　終了選手エリアの監視。
・　競技エリアへ部外者の立ち入りがないよう監視する。
・　選手への指示、助言を行う者があれば注意し、繰り返せば審判員へ報告する
②　会場整理員　[実行委員会配置]
・　開場の指示及び開場付近で観客の誘導、整理及び監視
（総務係指揮及び開場受付係等と連携）
（１５）補助員の行動管理　
①　補助員総括　【土井祐之】　　　　　　
· 補助員の出欠の確認、役割分担。
· 各役員の主任に補助員の業務の指示。　
４　補助員の任務
（１）クリーニング係　[ボルダークリーニング補助員]
【実行委員会手配】【阿部　健汰】【山田　詢介】【和田　資生】【田村　将】　　　　【佐々木　建彰】【大石　葉介】【藤原　春輝】【福士　友哲】
・　担当ボルダーのクリーニングを行う。選手の動きの妨げにならないよう十分に注意する。
・　選手から要請があった場合は、できるだけ速やかにクリーニングを行う。
・　選手から、ブラシを貸してほしいとの要求があった場合は、速やかに渡す。
・　ブラッシング作業をしてないときは、いすに座り、選手の動きや表情を注視し、要請にできるだけ早く対応できるようにする。
・　補助員総括の指示により会場レイアウト（椅子の並べ替えなど）の作業補助を行う。
・　競技中は担当の審判員の指示に従う。
（２）その他の係りの補助員
・　各役員、部署の任務に準ずる。
· 各部の主任の指示で行動する。
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